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範
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可
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ょ
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外
僙
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借
入
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國
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利
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な
り
借
ら
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な
り
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ぅ
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不
利
は
外
來
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し
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借
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ざ
る
の

不
利
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內
發
的
な

り
、想
ふ 

下
利
は
忍
ぶ
可
き
も
、外
來
的
の
不
利
は

®

も
恐
る
可

U

故
に
佘
は
漸
進
主
義
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の
第
二
次
大
借
款
交
渉
の
進

行
が
遲
冷
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り
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が
如
き

五
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款
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取
ら
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愼
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に
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煙
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於
け
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北
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な
.
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を
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狀
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熊
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し
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他
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於
け
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す
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田
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、
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中
央
政
锻
の
、輕
減
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幣
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設
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。
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知
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滿
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叙
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儷
ニ
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合
.計
十
四
僞
六
千

年
間
平
均
收
權
高
は
、大
米
一
一
偉
五
千
萬
石
、小
米 

0
亙
千
五
百
翦
石
、高
梁
九
千
五

w

K

S

、其
他
各 

W

海
石
た
り
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し
七
以
上
の
農
産
物
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生
產
す

る
®
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l
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瓦
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M
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熠
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た
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ん
ど

E
 

i/p

せ
る
も
の
，と
な
れ

&

、但
、之
れ
が
稅
率
は
、當
時
に
於
け
る
地
方
の
狀
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以
上
の
計
數
は
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か
に
各

*

に
於
け
る
負
擔
上
に
大
小
高
低
の
存
す
る
こ
と
を
示
す
も

' 

の
 

a
-
C
N

と
す
、̂
に
江
蘇
に
あ
ぅ
て
蘇
州

^

江
、太
倉
の
三
府
の
如
き
は
最
も
重
し
と
^
せ
ら
る
或 

昧
云
ふ
、明
の
太

M

0

州
、松
江
、常
州
、
i

倉
、杭
州
、*

典
®]

州
等
の
人
民
が
張
士
誠
の
爲
め

.

死
‘
守
.せ
 

る
を
怒
り
#
に
其
赋
を
重
く
せ

h
 V

J、

而
.
し
て
現
時
に
於
け
る
支

*

の
.

财
政
を
.し
て
攀
固
な
ら 

し
む
る
爲
め
、地
力
め
員
擔
し
得
る
程
度
迄

a

租
を

#

加
し

?®

理
せ
ん
爲
め
に
は
、少
く
ビ
も
ニ 

個
の
手

a

即
ち
地
價
修
正

ビ
：倐
正
せ
ら
，

た
る
地
價
を
基
本
と
し
て
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_

を
定
め
ざ
る
可
か 

ら
ず
、而
し
て
地
價
の
修
正
を
行
ふ
爲
に
は
、支
那
全

.部
に
亘

P

て
地
.
味
の
檢
定
ピ
面
積
の

■
丈
#

; 

を
必
耍
ビ
す
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し
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實
現
せ
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し
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の
^
經
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は
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く
仁
政
は
必
ず
經
界
ょ

6

始
む
、經
界
芷
し
か
ら 

ざ
れ
ば
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井
地
均
し
か

&

ず
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平
か
な
ず
、
是
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に
：，擧
君
海
慮
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其
經
界
を
慢
に

.
せ
.

う
*
界 

16
に
正
し
け
れ
ば
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田
制
祿
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坐
し
て
定
ま

,
る
可
き
：な
り
、腐
書
周
官
を
傳

.
載
す
る
處
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典
铒
皆

*

き
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.
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經
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正
す
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.
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光
武
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度
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實
行
し
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は
康
戌
を 
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つ
て
土
^
し
崩
貞
觀
中
授
田
の
法
明
洪
武
中
の
傲
麟
册
は
皆
田
赋
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整
理
す
る
の
善
政
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h
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ち
难
画
备
邦
に
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き
て
見

i

も
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I

の
政
に
於
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A

て
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爲
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m
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政
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基
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せ

S

る
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寬
ふ
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に
於
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强
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に
占
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鍋
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を
受
け
飛
灘
倒
累
し
、流
弊
日
に
滋
く
し

.
、前
淸
の
時
、胡
林

0

の
 

湖
北
を
撫
し
、張
之
洞
の
山
西
を
撫
す
る

.

や
皆
田
畝
淸
理
を
以
て
行
政
の
要
務

V
J

せ
る
は
誠
に 

以
て
故
あ

a

.
な
り
、近
畿

•
旗
地
、破
田
、衙
所
、艰
廠
ょ

h

各
a

地
畝
の
名
稱
に
及
び
尤
も
多
し
、往
々
 

私
に
相

M

資
し
、
®

あ
6

て
地
な
く
、令

_

虛
R

懸
う
、名
禁
じ
て
實
懇
し
、加
ふ
る
に
河
遨
の
變
遷
、
 

邊
坦
の
開

*

を
以
て
し

®

齋
艘
に
し
て
今
水
衝
沙
腿
と
成
る
も
の
あ
う
#
と
澤
黢
山
場
に
し 

て
今
稲
梁
を
藝
ゆ
る
潘
あ

i

に
契
曲

_

靡
、過
割
淸
か
ら
ざ
る
あ
り
、或
は
糧
な
き
の
地
に

_

i

n

m m

，奋■

f:

1
€i

|

贫
'--

へ、或
は
地
な
き

'の
糙
に
鈉
め

?»
理
を
爲
さ
く
れ
ば
、必
ず
病
民
病
國
に
至
ら
ん
應
に
先
づ
京
北 

>の
區
ょ
ぅ
淸
丈

£

地

聲

簿

辦

し

、內
務
部
財
政
部
を
し
て
會
同
の
上
辦
法
を
酌
定
特
に
人 

を
派
し
、局
を
設
け
制
を
編
し
、先
づ
各
植
の
地
畝
に
就
き
最
も
泯
淆
た
る
處
は
妥
當
に
辦
理
を 

な
し
、總
て
阳
制

0

淸
齊
し
、民
累
の
蠲

.除
し
用
つ
て
經

|!
)
|
|に
符
し
經
界
を

fi
し
、仁
政
の
意
を
實 

行
す
る
を
沏
す
云
々

」

而
し

v

以
上
、豇
赋
憋
理
の
議
は
、最
初
、

1:
1
|

來
巡
按
使
蔡
儒
楷
に
ょ
り
て
始 

ら
れ
し
が
如
き
も
其

®f
、牝
京
政
府
は
：既
に
卑
く
ょ

i

此
■計

*

を
滑
せ
し
も
の
に
し
て
、®
啤
政 

府
當
荀
潘
が
發
表
せ
し
理

A

ど
し
て
は
、凡
を
世
界

#

國
の
餵
偎

.ば
金

0 
k
..

從
つ
て
消
長
す
、然 

る
に
明
末
、淸
初
の
隙
の
金

®

一.
兩
は
銀
八
雨
に
値
し
、淸
光
緖
初
年
は
餵
二
十
雨
，に
値
し
、最
近 

に
至
ぅ
て
は
、金
一
雨
ば
銀
四
十
兩
に
當
れ

6
、然
か
も
銀
の
市

®

®
化
す
る
結
果
、收
入
上
、

の

不 

足
を
生
ず
る
に

/

_
る
>斯
ぐ
て
國
用
の
不
足
を
補
充
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
こ
マ

」

、之
が
第
一
の

a 

由
-.

た

b
、策
ブ
ー
の
理
由
は
、凡
を
桃
收
入
は
物
價
を
以
て

.檫
準
ヾ

」

.
せ

b
、然
る

.に；淸
の
乾
隆
時
代

ビ 

今
日
の
物

®

ビ
を
比

.較
す
る
に
、米
一
石
は
約
銀
一
雨
な
ぅ
し
に
、光
ま
時

'代
に
は
其
倍

«

#1
ニ
 

雨
と
な

6

x
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四
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と
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れ

\
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舊
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以
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」

な
：す

^
於
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足
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補
宄
し

#
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、
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声

£

〇
ヒ)

論

說

第
四
號
 

七
九



第
十

1

卷

(

五〇八

)

iid

m

文
那
h .

關m
即
m

供
级

c

狂■凡'> ， 於 彿 ' ずIT期

第
一
期
に
於
：て
は

(

i

國
の
#:

.

形
及
，び
習
'
慣
を
參
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國
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參
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献
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献
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を
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八
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五
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、
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六
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ニ
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六
千
黹
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丨
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し
て
ー
献 

ビ

//

す
も
、然
か 

くヾ

j

も
十
年
以
上 

帳
が
燬
去
せ
ら
'れ

I 而 に  

に 橫 從  

對 を つ  

し 六 て  

て 億 四

前 那  

芦 里  

部 の  

の 全  

魚 部  

鱗 を 〇 六 億  

册 丈 六 千 兩  

即 量 〇 六 即  

ち す 兩 瓦 ち  

土 る • に 莴 米  

地 （こ 増 ュ 金 

臺 少 加 I に

ト
：
ノ
丨
ト

」

が
千
九
百
四
年
に
公
に
兮
る
處 

の
實
收
入

(

氏
の
計
黧
は
支
那
全
部
の
耕
地 

に
對
す
る
課
税
〇

'

〇
兩
、即

ち

一
「

工
ー
力 

も
此
結
果
を
見
る
爲
め
に
は
九
千
莴
方
支 

の
日
子
を

«
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^

る

可
か
ら
ず
、加

ふ
る
に

し
こ
ビ
は

’此
事
業
を
し
て
觅
忙
長
期
に
至
ら
し
む
る
，に
至
夂
お
經
费
の
如 

き
も
三
千
五
百
蔣
元

(

豫
宠
年
限
を
七
年
と

し
て
の

針
箅)

以

達

す

る

や
明
か
な

ぅ
、»
ん

や 

其
間

或
は

前
淸
咸
豐
同

.

治
'

時
代
に
見
し

江
蘇

の
土
地
猶
理
の

如
き

弊
窖
生
せ
す
ヾ

」

も
訐
ら
れ 

ず
、
斯
く

の

如
き
は

最
近

「

ク
リ
ス

」

が
論
せ

る

が
如
く
田
賦
其
者
は
財
源

ど
し
て
は
誠
に

好
個

の 

資
格

を

有
す
る

も
の
な
る
も
、

然
か

も
支
那

目

下
.の

財
政
難
を
歌
濟
す

る
爲

'め
.に
は
颇
る
迂
遠 

な
る

.財
'源

ビ

.»
せ
ざ
る
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得
ず
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u
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Iwo.

以
止
述
ベ
次
る
識
觀
那
も

,

赋
に
次

^

て
、束
那
財
雜
土

^

省
ま
要
^

る
.

■
位
を
有
す
る
も 

の
_

«

嬾
贯

6

土
>

、
, 1
:

支
：那
^

'

あ
り
.

€

«

«

な
る

も
.：

の
；味
*

名

古

套

鹰

史

を

有

'^

、旣
に
^
の
 

俯
代

私
於
て

「

機
參
る
官

0

あ
令
、又
翁
仲
の
如
き

«

鹽
樣
扱

'
商
4

に
課

*

す

る

妃

よ

ぅ

：.て
齊 

;0

财
«

を
し
冗

*

し
く
製
甯
な
も
も
衫
し
乙
と
あ

b

、其
後
、秦
、摸
、三
侧
の
時
代
を
經
て
唐
の
如 

為
は
歲
入
め
卿
伴
數
极
鹽
观
：

i

よ
6

て
哪
左
名
る
、
に
至
れ
力
、释
て
现
時
に
至
る
迄
、®

は
最 

^

家
プ
孜
る
亂
瓦
働

^

見
馓
さ
れ

^

^

の
'^
^

ビ
す
、

.1
]

し
て
支

.

那
败
府
は
，最
近
鹽
政
の
統
一 

を
t

る

ビ
漱
に
應

‘遞
敉
入
乂
增
加
せ
し
处
る
涵
的
を
-實
現
す
る
爲
洛
民
國
ニ
年
十
ニ
用
ー
一

ト 

p

日
を
以
て
檄
務
條
切
な

,a
も

切

を
發
布
せ
々
、郁
ち
.闸
條
例
の
第

ニ

條
及
第
三
條
に

よ
れ
ば
、
 

全
M

を
分

-^

て
免

I

區
第
 

一，ー

0 
%

な
.
し
、_
者
に
顧
入
せ
ら
る

、
も
の
，は
舉
天
、直
隸
、山
束
、山

；曲
、
 

甘
肅
、陝
西
、江
蘇
の
淮
北
各

*

鹽
她
方
、宵
林
、黑
龍
江
河
南
、安
徽
、の
皖
北
各
銷
鹽
地
方
、後
者
に
觸 

す
る

^

の
は
江
蘇
の
淮
南
、南
撕
、福

*

廣
束
、四
川
、雲
南

#

產
鹽
地
方
、安
徽
の
皖
南
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、湖
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猶
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澈
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史
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總
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